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2点A, Bを直径の両端とする円を C1とし，直線ABと点Bにおいて接する円を C2

とする。C1と C2の交点で Bと異なるものを Dとし，Dにおける C1の接線と C2との
交点で Dと異なるものを Eとする。

(1) DEは C1の直径となることを示せ。

(2) ADと BEは平行であることを示せ。

解答
(1) 点 Bにおける C1の接線と直線DEとの交点を Fとする。

Fから C1に引いた接線の(接点までの)長さは等しいから，
BF = DF

であり，点 Fは C2の弦 BDの垂直二等分線上に
ある。ABは C1の直径であるから，

A B

D
E

F

G

C1

C2

AB ⊥ BF
であり，直線ABは点 Bにおける C2の接線である
から，直線 BFは点 Bにおける C2の法線である。
点 Fは弦 BDの垂直二等分線と点 Bにおける法線と
の交点であるから，Fは C2の中心であり，DEは C2

の直径である。 (証明おわり)

(2) C1の中心(ABの中点)を Gとおき，
∠AGD = θ

とおくと，AG = DGより

∠DAG = 180◦ − θ
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= 90◦ − θ
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∠BGD = 180◦ − θ であり，∠FBG = ∠FDG = 90◦であるから，
∠BFD = 180◦ − ∠BGD = θ ∴ ∠BFE = 180◦ − θ

BF = EFより

∠FBE = 180◦ − ∠BFE
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= θ
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∠ABF = 90◦より

∠ABF = 90◦ + θ
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1©, 2©より，2直線AD, BEと交わる直線ABに対する同側内角の和は 180◦である
から，ADと BEは平行である。 (証明おわり)
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